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Crown English Communication II, p. 67. 

 

Lesson 5 

Txtng —Language in Evolution— 

 

The rapid increase of (1)cell phones around the world is beginning 

to affect language.  Let’s look at how this new technology is 

bringing about language change. 

 

－1 

Cell phone technology has changed the (2)way  

we communicate with each other in many ways.   

We always seem to be sending and receiving 

messages on the train, at work, or wherever we are.  

A recent study has found that the average  

American teenager sends and receives 2,779 text 

messages a month. With more than (3)half the world’s 

population owning cell phones, short messaging, or 

texting, has now gone global. 

In recent years, however, some people have 

begun to (4)worry that texting may be destroying our 

language.  What would you think if you received 

messages such as “What RU sayin?” or “cu in       

5 min”?  Would you feel that these messages are 

cool, or would you think that they are just bad 

English?  Before you decide, take a closer (5)look at 

some of the features of texting. 
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Lesson 5—Lead 

(1) cell phone , p. 309. 

 

・ 見出し語が 2 つ(cell phone, cellphone)示

されていることをチェックさせ，教科書本

文ではスペースが入った綴りになってい

るが，スペースのない綴りもみられること

を確かめさせる。 

・  に入れて，使われる場面が示されてい

ることに注意させる。訳語の前に主に米

と記されていることから，cell phone, cell- 

phone はアメリカでよく使われることを

確認させる。さらに(  )の中に示された 2

つの同義語にも使われる場面に違いがあ

り，cellular phone はややかたく，つま

りやや格式ばった状況で使われ，mobile 

phone は主に英，つまりイギリスでよく

使われることを確かめさせる。

 

Lesson 5—Section 1 

(2) way1 2a, p. 2127. 

 
・ 意味が多岐にわたる基本語なので，文型を

参考に正しい語義を探させたい。教科書本

文が the way we communicate with each 

other と「the way＋主語＋動詞(句)」とい

う構造になっていることを確かめさせ，

the way A doesの文型表示がある 2 に導

く。2a から 2d のうち，change の目的語で

あることや，教科書本文の主語である cell 

phone technology (携帯電話の技術)が変

えたものは何かを考えると 2a の「…する

方法, …のやり方」が文脈に合っているこ

とを確認させる。 

・ 訳語や辞書の第 1 用例を参照させて，この

部分では「私たちが互いに情報交換する方

法」という意味になることを確認させる。 



 (3) half 1a, p. 868. 

 

・ 教科書本文は more than half the world’s 

population と half の直後に名詞句が続く

形になっている。意味は類推できるものの

用法が難しく，辞書で確認させたい。語義

1a のhalf of Aの文型表示をまず基本の

形として理解させる。辞書の第１用例では

of が ( )で囲まれていることに注意させ，

「A の半分」という場合，この例文や教科

書本文のように half と Aの間の ofが省略

されることもあるのを理解させる。 

・ 例文訳に続く注記の(2)に「of の省略につ

いては↓(1)」と記されているので (1)を

参照させる。教科書本文のように定冠詞

the が付いた名詞を伴う場合，of が省略さ

れることがあると説明されているのを確

認させる。 
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(4) worry , p. 2191. 

 
・ 教科書本文は worry に that 節が続いてい

ることからworry (that)節の文型表示の

ある自動詞に導き，意味を確認させる。教

科書本文では that が使われているが，(  )

に入れてあることから，省略されることも

あるので注意させる。 

・ 辞書の第 6 用例が，教科書本文と同じ that

節を従えた例なのでチェックさせる。( 

that節中はwill, may, mightなどのを伴

う未来･推量を表す表現)という注記が，

may を使った教科書本文と合っているこ

とを確かめさせる。 

・ 「心配する」という意味を表すいくつかの

表現の違いがに説明されているのでチェ

ックさせるとよい。 

 

(5) look  1a, p. 1142. 

 

・ 共に使われる前置詞が二重山形かっこ

で示されているのでチェックさせる。動詞

の場合と同じく at が使われること，教科

書本文も at を用いていることを確認させ

る。 

・ 辞書の第 1，5，7 用例から「見る」という

表現では take とのコロケーションが用い

られることを確かめさせ，教科書本文も

take を用いていることをチェックさせる。

また第 1用例最後にある(→take 3a)の記

述は，take の該当箇所を参照せよ，という

意味であることに触れ，参照先ではこの

take の用法について詳しく説明してある

ので確認させるのもよい(p. 1918)。 

 

・ 辞書の第 2 用例では，lookが教科書本文と

同じ closer で修飾されているのでチェッ

クさせる。同じく第 2 用例の better，第 3，

7 用例の quick などの形容詞を使って，ど

のように「見る」のかが表現できることを

確認させる。 
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Crown English Communication II, p. 68. 

 
－2 

One of the features of texting is the use of 

logograms—letters, numbers, and symbols for  

words or parts of words, such as b (be), 2 (to/too),  

and @ (at).  They may also be used together: b4 

(before), @oms (atoms), and 2day (today). 

 Another feature of texting is the use of 

acronyms.  We find initials used for individual 

words, such as N (no), G ((1)grin), W (with), Y (yes).  

We   also   find   them   used   for   words   in  phrases   or 

in sentences: IMO (in my 

(2)opinion), NP (no problem), 

LOL ((3)laugh out loud), CMB 

(call me back). 

People sometimes make 

words short by leaving out 

letters from the middle or 

dropping a letter at the end.  

Usually vowels are left out, 

- 
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Lesson 5—Section 2 

(1) grin 1, p. 851.

 

・ 教科書では文章のなかでなく，単語単体が

独立して示されているので，品詞を判断す

ることができないことを理解させる。 

・ 語源の原義は「歯をむき出しにする」や，

1に示された(歯を見せて)という意味の補

足説明を確認させ，普通に笑う様子との違

いに注意させる。 

 

(2) opinion 1, p. 1352.

 

・ 第 4 用例が教科書本文と同じ in my opin- 

ion となっているので，意味(「私に言わせ

れば，私の意見では」)をチェックさせ，太

字用例であることから，よく使われるチャ

ンクであることを確かめさせる。

・ 用例訳に続いて，を使った注記があるので

チェックさせる。「私の意見では[によると]」

という意味から according to … を使いが

ちだが，「(1)×According to my opin- ion ...

としない」と説明されているので注意を促

す。また(2)には教科書本文で説明されてい

るように，メールなどで IMO という略語

がしばしば使われることが記されている

ので確認させる。 

 

(3) laugh 1, p. 1085. 

 

・ 見出し語・発音記号の横に(-gh は/f/)とい

う発音注記があるのでチェックさせる。 

・ 語義 1 で，(声を立てて)と訳語の補足説明

が示されているのを確認させる。同じ「笑

う」という意味でも，grinと違いがあるこ

とに注意させる。さらにを記した説明にお

いて，laugh が「声を立てて笑う」を意味

する一般的な語であることや他の類語と

の違いが記述されているので確認させる。

なお，辞書の次ページに関連語の意味合い

についてより詳しく記述したコラムがあ

るので，そちらを参照させるのもよい。 

・ 辞書の第 6用例が教科書本文と同じチャン

クなので参照させる。よく使われるので太

字用例になっていることに注意を促し，

IMO 同様に頻繁に用いられるチャンクが

メールなどで略されていることを理解さ

せる。   
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Crown English Communication II, p. 69.  

 

rather than consonants: plsed (pleased), msg 

(message), txtng (texting).  Some people also omit 

part of the word: arr(ive), diff(erence), esp(ecially).  

Even strange spellings are found in texting: thanx 

(thanks), thru (through), fone (phone). 

In (1)addition, all types of features may be used 

together to create the new effect, as in 2bctnd (to   

be continued), and cu2nite (see you tonight).  Try  

to see if the following text messages make (2)sense to 

you. 

 

do u 1 me 2 pick u up 

i12bwu 

1 2 cu2 w8 4u@hachiko @6 

 

See page 187 for answers.
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(1) addition in addition, pp. 26–27. 

 

・ 訳語の前に，この句が文の中で果たす機能

を示して，情報追加と記されているのに

注意させる。の(1)にある「通例文頭でコ

ンマを伴って」という説明が教科書本文と

合っていることを確認させる。 

・ 辞書の第 1 用例を参照させ，教科書のこの

部分が今までの情報に追加して「(ここまで

個別の特徴を見て来たが，)さらに，新たな

効果を創り出すためにこれらすべての特

徴が合わさっていっしょに使われること

がある」と述べていることを確かめさせる。

 

・ 用例に続く読解のポイントのコラムでは，列

挙・追加の表現がまとめられているので，

入試の長文読解問題対策として触れてお

くとよい。コラムの第 1 用例も in addition

を使っているのでチェックさせる。 

・ 教科書次ページ，セクション 3 の 1–4 行目

で in addition を使った情報の追加が行わ

れている。メールではなぜこのような短縮

化が行われるのか，わかりやすく説明して

いる部分なので，in addition の用法確認の

ために予習をさせてもいいし，次ページに

取り組んでいる時に復習させるのもよい。 

 

(2) sense make (…) sense, p. 1704.

 

・ 成句見出しのすぐ後の，の記号に続く解

説をチェックさせる。sense の前に修飾語

が来ることがあると記述されているが，教

科書本文では修飾語がないことを確かめ

させる。 

・ 共に使われる前置詞(連語)を示す二重山形

かっこに教科書本文と同じ toが示され

ていることから成句義(1)を参照させ，「あ

なたに(意味が明瞭に)わかる[理解できる]

かどうか見てみよう」という意味になるこ

とを確認させる。 

・ 辞書の用例は no という修飾語が付いて，

「理解できない」という意味になっている

のでチェックさせる。 
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Crown English Communication II, p. 70. 

 
－3 

Why do people write this way in texting?  The 

cell phone screen is small and the keyboard is (1)tiny.  

In addition, abbreviations (2)speed things up—and 

perhaps even save money. If words can be shortened 

without loss of meaning, this will speed up the  

whole process. 

Another thing is that texting is simply fun,  

just like language play.  One person will introduce 

an abbreviation, and another will play with it.   

From the basic IMO (in my opinion), we find: 

 

IMHO (in my (3)humble opinion) 

IMHBCO (in my humble but correct opinion) 

IMNSHO (in my not so humble opinion) 

 

The spirit of language play can go even further.  

In 2001, a British newspaper, The Guardian, held  

the first text-messaging poetry (4)competition.  You 
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Lesson 5—Section 3 

(1) tiny , p. 1991. 

 

・ 訳語が「小さい」ではなく「とても小さい」

となっていることに注意させる。教科書本

文の直前で smallが使われているので，そ

れよりも小さいことを確かめさせる。 

・ (⇔huge; →little)という部分に注意させ

る。⇔は対語・反意語を示していることを

確認させる。また→は参照すべき個所を示

しているので，little(p. 1127)をチェック

させる。small は客観的に小さいことを，

tiny は極端に小さいこと，などの解説を確

認させる。 

 

 

(2) speed 2, p. 1820.

 

・ 教科書本文では speed things up と speed

という他動詞が things を目的語に取り，

後ろに up が付いていることを確かめさせ

る。語義 2 の訳語の最後に(up)とあるが，

これがしばしば動詞に付加される副詞辞

を示していることに注意させる。つまり，

この意味で使われる speed という動詞は

up を伴うことがあるのを理解させ，「略語

は物事を速める」と言っていることを確認

させる。 

 

・ 教科書本文の 5–6 行目では speed up the 

whole process となっており，副詞辞の up

が the whole process という目的語の前に

付く場合もあることを確かめさせる。辞書

の第 2 用例が同じ process (過程，進行)を

使った例になっているのでチェックさせ

る。 

 

(3) humble 1, p. 952. 

 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じなので

チェックさせる。in my opinion に humble 

(謙遜した)が付いており，その分丁寧さが

増した表現なので，話・丁寧にと記され

ているのに注意させる。 

・ 第 1 用例のによる注記に，教科書本文と同

じ略語が出ているのでチェックさせる。 

 

(4) competition 3, p. 389. 

 

・ 辞書の第 2 用例が，教科書本文と同じ動詞

hold を使ったコロケーションになってい

ることから語義 3 に導き，hold が「…を開

催する」という意味で使われていることを

確認させる。 

・ 辞書の第 1用例は太字になった重要コロケ

ーションなので，「試合; コンテスト」を意

味する competitionと共によく使われる動

詞を確認させる。 
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Crown English Communication II, p. 71. 

 

had to write a poem within the 160-character 

constraint of the cell phone screen. It was successful.  

Nearly 7,500 poems were (1)sent in.  The Guardian 

repeated the event in 2002, and the following poem 

won (2)first prize: 

 

 I left my pictur on th ground wher u walk 

 so that somday if th sun was jst right 

 & th rain didnt wash me awa 

 u might c me out of th corner of yr i & pic me up 
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(1) send  send A in [in A], p. 1702.

 

・ 教科書本文が were sent ではなく were 

sent in となっていることを確かめさせる。

「送られてきた」という意味に取っても前

後の話は通じるが，ここでは in が付いて

いるので句動詞としての意味をチェック

させる。成句義のうち，(2)の「A〈作品な

ど〉を出品する」が最も文脈に合う(ここで

は「7,500 通近い詩が出品された」となる)

ことを確認させる。 

 

(2) first ◆～ prize [place], p. 720.

 

・ 複合語は，見出し語の最後にスワングダッ

シュ(～)によって省略された形で示されて

いることを確かめさせる。[  ]を使って～ 

prize [place]と記されていることから，

first prizeと first place の両方の表現があ

ることを確認させる。 

・ 教科書本文で，won first prize と冠詞を伴

わずに使われていることを確かめさせる。

による注記の(2)で，「prize はしばしば, 

place は通例無冠詞で」と説明されている

ことから，ここでは無冠詞になっているこ

とを確認させる。 
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Crown English Communication II, p. 72. 
 

－4 

Texting can be creative, but is it 

destroying our language?  In (1)fact, most of 

the features of texting seem to have been 

used for many years.  The use of acronyms 

is very old.  The use of (2)p.m. for the Latin 

words post meridiem (after noon) is known  

to have been used in English as early as  

1666.  IOU (I owe you) has been in use since 

1618. More recently, we have (3)FYI (for your 

information), ASAP (as soon as possible), 

M.D. (doctor of medicine). The same is true 

for shortening words.  Words seem to have been 

abbreviated ever since English began to be written 

down.  Words like exam (examination), math 

(mathematics), and photo (photograph) are so well 

known that they have become new words. 

What is truly new about texting is the use of 

combinations of features, such as cu2nite.  The 
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Lesson 5—Section 4 

(1) fact  in (actual) fact, p. 679.

 

・ 教科書のこの部分では「メールは私たちの

言語を壊しているのだろうか」という問い

かけに対し，「メールの特徴のほとんどは

長年ずっと使われているように思われる」

と前言や予想とは異なることを述べてい

ることから，否定・訂正という大まかな

意味を示す表記のある成句義(2)に導く。 

(  )による補足説明のついた訳語などから，

ここでは「私たちの言語を壊しているどこ

ろか，実際は(むしろ)…」と逆接的な意味

になることを確かめさせる。 

・ 会話のシグナルに in fact の用法がくわしく説

明されているのでチェックさせる。

 

(2) p.m. , p. 1458.

 

・ 見出し語のすぐ後にコンマ( , )があり，続

いて横に P.M., PM, 英pm と記されてい

ることに注意させる。p.m.には 4 種類の綴

りがあること，最後の pmはイギリス英語

で使われることを確かめさせる。 

・ 見出し語横の  が示す語源欄＜ラテン; 

post meridiem (after noon)に注意させる。

教科書本文の説明通り，p.m. はラテン語

の post meridiem から来ていて，その頭文

字であることを確認させる。 

・ p.m.の用法を確かめるため，用例やによる

注記(語義の部分と用例訳の後)をチェック

させるのもよい。

・ p.m.の見出し語の前後には多くの略語が

見出しになっている(P.M.1 の Prime Min- 

ister など)ので，教科書本文の内容の裏付

けの１つとして，略語がたくさんあること

に触れることもできる。

 

(3) FYI, p. 783.

 

・ FYIの後にコンマ( , )で区切って fyiと併記

されていることから，どちらの綴りもある

ことを確認させる。

・ くだけてという記述やの注記から，格

式ばらないメールなどの文字通信で使わ

れること，またそういった語が辞書で見出

し語になっているものもあることを確認

させる。

・ IOY (p. 1023)を始め，教科書 p. 72 の本文

で触れられている頭字語や短縮形はどれ

も辞書で見出し語として出ているので，確

かめさせるとよい。
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Crown English Communication II, p. 73. 

 

important point is that people must learn when to 

use texting language and when not to.  Actually, 

this is easier than you might think.  Many people, 

even children, seem to be well (1)aware of differences 

in their audience and are able to change their 

messages for different people. 

Some of us hate texting.  Some of us love it.  

Whatever we think, texting is the latest example   

of our ability to be creative and to (2)adapt language 

for new situations.  In texting we see the evolution 

of language.
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(1) aware  1, p. 133.

 

・ 教科書本文で aware に of が続いているこ

とからbe aware of A/(that)節/(of) wh

節の文型表示のある語義 1 に導き，意味

を確認させる。 

・ の注記から A は名詞または動名詞になる

ことをチェックさせ，教科書本文では名詞

の differences が来ていることを確認させ

る。また，文型表示から aware の後には

of＋名詞・動名詞のほか，(that)節や(of) wh

節が来ることもあるのを確かめさせる。 

・ 辞書の第 2 用例をチェックさせる。「十分

気づいている」という場合，教科書本文の

well のほかに fully, acutely も使えること

を確かめさせる。また太字用例なので，頻

繁に使われるコロケーションとして注意

させる。このほかにも，日常でよく用いら

れる慣用表現が多数太字用例として示さ

れているので，注意を喚起し，太字用例を

見かけたら必ずチェックしておくよう促

したい。 

・ ニュアンスの違いがつかみにくい，aware

と conscious についての解説がにあるの

で，余裕があれば触れておきたいところ。 

 

 

(2) adapt 1, p. 25.

 

・ 教科書本文で adapt が名詞の language を

目的語に取り，後ろに for が続いているこ

とを確かめさせる。 

・ forが後続すると記された語義1のadapt A 

for B / to doと語義 3 の～ A for [into] B 

/ B from A とを比較させる。教科書本文の

前後関係から，「言語を新しい状況に適応

させる」という意味になる語義 1 が文脈に

合っていることを確認させる。 

 


